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I.はじめに

神奈川県立生命の星 ・地球博物館は、開館当初から、

“開かれた博物館”を目標として、 障害をもっ人にも等

しく利用できる「バリアフリーからユニバーサルに向け

てjの取り組みを進めてきている （漬田， 1999;i貧困，
2000a, b；漬回，2001:，演田ほか，2000；奥野， 1998a,b, c; 

1999a, b,c；奥野 ・演田，2000）。 とくに、当館は「触る

ことのできる展示物」があることや 「誘導・案内ボラン

テイア」によるj舌動を行っていることなどから、視覚に

障害をもっ人の利用も増えてきている。

そこで、視覚に障害をもっ人が単独で、施設を利用しや

すいよう赤外線と電波を併用した音声歩行案内・解説シ

ステムの「トーキングサイ ン・ガイ ドシステム」を 1998

年度に開発・導入した（演田 ・奥野，2000）。

本稿ではその「トーキングサイン ・ガイドシステムj

についてさらに拡充をはかり、すべての人に優しい案内

や解説をめざした取り組みを試行したので、その経過と

結果を報告する。

なお、当システムの導入は、 1997年度から1999年度

にかけて文部省委嘱事業の南関東地域科学系博物館ネッ

トワーク推進事業「誰にでもやさしい博物館活動～バリ

アフリー計画」の中で取り組んだものである （南関東地
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11.「トーキングサイン・ガイドシステム」の導入と拡充

について

1. 「トーキンクサイン・ガイドシステムjとは

導入した「トーキングサイン ・ガイドシステム」とは

三菱プレシジョン株式会社が開発してきた「トーキング

サイン」（畠山他， 1998a,b）を基本にして、当館に相応

しいものに改良・開発したものである。本格的使用に供

されたのは当館が日本で初めてで、 1999年3月から始動

している。

その後：、この 「トーキングサイ ン」 は、 ミュージアム

ノTーク・茨城県自然博物館や岐阜県可児市の川合考古資

料館を含むミュージアム関係施設に5カ所、神奈川県立

七沢ライトホームなどの公共の福祉関係施設に9カ所、

神奈川県横浜市磯子区総合庁舎や横浜市中区役所などの

行政施設に3カ所、教育研究機関に3カ所設置されてい

るほか、病院や大型百貨店等5カ所にも導入され （2000

年9月末時点）、全国的に広く普及し始めている。

ところで、この「トーキングサイン」の仕組みは「発

光装置jと利用者が持つ 「受信機」（レシーパ）からな

り、 「発光装置」は人の目につく 「発光部」（電子ラベル）

と人の目に触れない場所に設置する「音声記憶部」とで

構成されている。赤外線の特徴である指向性を活かし、

目標位置に設置した 「発光部jから赤外線を音声案内に

かえて発信させ、利用者が持つ「受信機」でキャッチす

るとその目標位置や方向が判るというものである。



置し、新たに展示解説機能を加えた試みを実施した。こ

の「音声記憶部」の装置は、シンボル展示台内に独立し

て設け、管理している。

なお、シンボル展示への試行の過程と変更した内容・

音声案内等については、別項で 「新たな試みJとして後
述するが、現在「トーキングサイン・ガイドシステム」

の 「発光部」は、図 lに示すとおり 26カ所に設置され

ている。以下に拡充した具体的な取り組みを述べる。

1）「発光部」の増設

前述したように、 1998年度に朱肉入れとほぼ似た大

きさの丸い 「発光部jをエン トランスホールに設置し

た。その後、システム利用者から「ーカ所の説明が長

い」、「方向を示す案内と説明を分けた方がよい」等の要

図3.トイレ内のペーパーの傍に取

り付けられた 「発光部J.
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当館ではこの「 トーキングサイン」に、さらに電波に

よる解説と赤外線を利用して定められたメロデイが送信

できる「解説機」（送信機）を開発（カルガモシステム

と愛称）し、併せて 「トーキングサイン ・ガイドシステ

ムJとして運用している。とくに、「解説機」からメ ロ
デイを送信し、 「受信機」でそれをキャッチすることに

より、「解説機」 を持って先導している案内人の位置や

方向が確認できるというものである。

2.「卜ーキンクサイン・ガイドシステム」の設置箇所

について

「ト ーキングサイン・ガイドシステム」の「発光部」は、

導入時はエントランスホールの天井や壁面の 12カ所に

設置し、翌1999年度にさらに同ホールのllカ所に増設

をはかった。それに伴い、「音声記憶部jの装置を元の

位置にも追加し、集中管理している。さらには、エント

ランスホールのシンボル展示の3カ所に「発光部」を設
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受信ボタン

押しながら受光部を
イヤホンジヤツク（側面）

イヤホンをつなぎます。
受光部 電子発光部の方へ向けて

音声を聞きます。

〆／ストラップ

電東スイッチ

前方にスライドします。

一最前方：電東オン

一中 ：電源オン

ー最後方：電意オフ

図4.「受信機J（タイプ 1).

モードスイッチ

図5.「受信機J（タイプ3).

電頚スイッチ

スビーカー

音量ボタン

望と単独で利用するトイレの利便性を考慮して、 1999

年度に「発光音f¥Jを増設した。とくに、男子トイレの中

（図 2）や洗面台に4カ所、同様に女子トイレ （図3）に

6カ所のほか、コインロッカ一室内にIカ所の計llカ所

に取り付けた。これに合わせ、位置・方向を示す案内表

現を短くして目的の場所を探しやすくした。

2）新機種の「受信機」及び「解説機」の補充

当初に導入した「受信機」のタイプ1（図4）は、「発

光部Jからの案内をキャッチするためには、受信ボタンを
押し続けながら目的の方向を選択しなければならず、ま

た、途中から音声案内が入る場合があり、解説には不向き

の点があった。 さ らに、「受信機」及び「j~ヰ説機」の電池

の交換や充電に手聞がかかり、その改良もはかっていた。

その後、「位置方向の案内と長い解説」にも対応できる

携帯電話を少し大きくした充電式「受信機」のタイプ3

首働け用ストラップです。
中にアンテナを内蔵しています。
取り外しできません。

危険防止用具

電瀬スイッチ

直コ・
切入

イヤホン端子

ハンド

ストラップ

充電端子

:::;,# 

図6.「充電器」に「受信機」を立て（接続し）て

保管．左2機は「j1得税機J.

（図 5）が開発されたので、 1999年度になって 10機補充

した。「解説機Jも新機種に対応したものを2機補充し、
「充電器」に立て（接続し）て管理している（図 6）。

新「受信機」は、従来のものと同様に目的の方向を選

択するには受信ボタンを押し続けるが、解説を聞く時に

は一度その解説をキャッチし、解説が始まれば解説ボタ
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ンから手を放しでもそのまま聞くことができるものであ

る。 また、 電源スイ ッチを入れると機器の取り扱い説明

が入り、利用者に使いやすく 配慮、されている。さらに、

当館としては未だ一般解説の 1種類の対応ではあるが、

外国語や子ども向けの解説など、あらかじめ用意された

メモリカードを入れ換えることによ り3種類の説明可能

なモードも付加されている。

これまでの「受信機」（タイ プ1）は首からさげて使用

していたが、ハンズ・オン動作に不都合を生じることを

防ぐため、新機種（タイプ3）にはウエストポーチを用

意し、収納できるようにした（図 7）。

利用にあたって、位置や方向の案内をキャ ッチするに

は両方の 「受信機」とも可能であるが、解説を聞くには

新機種を用いている。参考までに、「受信機」の違いと

タイプ3の機種の取り扱い説明を表 lに示しておく。

なお当館では採用していないが、タイプ2と呼ばれる

「受信機」もある。 「発光部jとセットで用いられ、いず

れも乾電池式なので、工事の必要もなく、短い期間のイ

ベン トや個人で使用するには便利なものと思われる。

111.新たな試み

1. 「受信機」による展示物の大きさの把握を求めて

これまで展示を案内していて、視覚に障害をもっ人々

から「恐竜の大きさや広がりを把握したり実感したい」

との強い要望が寄せられていた。

筑波大学の鳥山由子助教授によると、「恐竜の頭と尾

の部位から直接音を出すことができれば、視覚障害者の

中にはその大きさが把握できる人もいる。」としている

（鳥山， 1996,2000；奥野，1998a）。

そこで、展示されている「恐竜」の胸と足と尾の3カ

所の支柱に 「発光部Jを取り付けた場合、直接「音」を
出さなくても「受信機Jを通して、その大きさや広がり
がどの程度把握できるかどうか、視覚に障害をもっ人の

協力を得て探究 ・調査することにした。また一方で、は、

「受信機」による解説機能の効果も求められていた。

図7.ウエストポーチに収納された

「受信機」 （タイプ3).

l)展示物側への 「発光部jの取り付けにあたって

まず、「発光部Jの取り付けが貴重な展示物の側であ
ることや展示の演出を考慮し、事前に電話による聞き取

りを行った。あわせて、解説機能についても質問した。

以下にそのやりとりの内容を記す。

Q 「発光部」を恐竜に取り付けることによって、そ

の大きさや広がりが「受信機」で把握できるかど

うか。

A 恐竜の大きさや広がりを「受信機」で理解できる

かどうかは体験してみないと判らないが、可能

性はある と思うし、試みとしては面白いので、

ぜひ、取り付けて欲しい（20代男性 ・全盲）。

Q r受信機jによる展示解説機能についてはどう
か。

A 博物館で人に説明を読んでもらうが、理解する

まで何度か読んでもらうのに悪いと思ってしま

うことがある。「発光部jからの解説を自分が持

つ「受信機」でキャッチして何度も聞くことがで

きれば嬉しい （30代男性・全盲）。

Q展示の演出を考えると、位置を示すあるいは展

示解説を送信する 「発光部」は1カ所でも良いか

どうか。

A 「発光部jはlか所でも良いのではないかとのこ

とであるが、体験してみないと判らないが、 lカ

所より2カ所に付いている方が情報量が多くなる

ので2か所に付ける意味がある。2カ所に付ける

ことで、その大きさが理解でき、実感できる。ぜ

ひ、体験してみたい（60代男性・ 中途失明）。

Q 「発光部」からの展示解説の受信と「受信機jの
使用についてどうか。

A視覚障害者にとって、必要な情報をきちんと与

えることが大切である。「受信機jの使い方など

を指導した上で利用してもらうことが大事。試

行しながら良い方法を見つけ出すことに意味が

ある。今取り組まなかったら、今後、難しくなる

と思われる（50代女性 ・盲学校の教師）。

また、展示物側への「発光部」の取り付けにあたり、

展示担当分野の学芸員との話し合いの中で、 「盲学校の

広場等で複数の人を対象に体験してもらってはどうか」

という案も出たが、「視覚障害者は何か基準とするもの

がないと動けない。やたらに受信機を振り回して探すの

は無理。」との盲学校教師の意見があった。さらに「建

物の反響の問題等があり、同条件で行わないと違った結

果が出てしまう。」とのメーカーからの指摘もあった。

2）「受信機Jによる大きさの把握の実証実験
上記のことをふまえ、当館で同じ条件になるよう整え

て、視覚に障害をもっ人に体験してもらうこ とにした。

その概要を次に記す。

実施日 ：平成 12年2月9日（水）14時～16時30分

実施場所 ：

当館エントランスホール、シンボル展示前

対象展示物 ：

1.恐竜「チンタオサウルス」の大きさと高
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表 1.「受信機」（レシーパ）タイプ別の比較等

項 目 「受信機」タイプ 1（平成10年度 20機導入） 「受信機」タイプ3 （平成11年度 10機導入）

赤外線受光距離 「発光部」 （電子ラベル）から最大20m 左記同様

赤外線受光角度 「発光部」 （電子ラベル）から約40度 ’＇／ 

電波受信距離 「解説機」 （送信機）から10m以内（微弱電波） ノノ

受信機能 「発光部」から送信されている赤外線の音声を受 「発光部」から送信されている赤外線の音声を受

信し、イヤホンで聞きとる。 信し、スビーカーまたはイヤホンで聞きとる。
．‘ー，....‘・.. .‘ 轟轟轟轟轟轟 圃晶圃圃 圃圃....‘ ・‘ ・．‘・ ．．‘ 圃晶晶 .. ・－ ----- -- -- E ’ ・・ ・・・・・ a』a』晶 圃 晶晶骨骨晶司 a ・・ ・4晶 ---- ’・・・・・・・・ .ー ・，，．． ．，

「解説機」から電波で送信される音声や赤外線に 「解説機」から電波で送信される音声や赤外線に

よるメロディをイヤホンで聞きとる。 よるメロディをスビーカーまたはイヤホンで聞き

（愛称：カルガモシステム） とる。 （愛称：カルガモシステム）

外形寸法 幅 55mm × 奥行き 115mm × 高さ 22mm 幅 60mm × 奥行き 185mm × 高さ 33mm 

質 量 約 150g （電池含む本体 110g) 約 3009

電 池 ニッケル・水素蓄電池（充電式 8.4V 120ミリ7ンベ7 リチウムーイオン充電式電池（内蔵）

7ワー） 東芝製6TH22

電池持続時間 イヤホン時 スピー力一時 イヤホン時
” ..・・，， ．．． ．．． ．．，．．， ーー・ーー ・・・・ー ー・・ー・ ・ー ・4”・・ ・・・・ ・・ ー・．． ．．，．．．． ，． ． 晶 ．． ・．‘ . a‘・・』晶 且 晶』轟轟轟唱，－－ －a砂・・・ .・bー，．． - -------- --------- ・a 骨骨 骨 －－－－・ ・・ E

約6時間 約4時間 約8時間

充 電 電池交換による（充電ボックス） 充電器による

アンテナ線 本体の紐に巻き込まれている。 本体のストラップに巻き込まれている。

｛吏 用 本体に紐が装着されており、首からさげて使用す 手に持って使用し、使用しない時にはウエス卜ポ

る。紐の繋ぎ部分に危険防止の用具が取り付けて ーチに収納しておく。

ある。

イ寸 属 ロCJロ イヤホン イヤホン及びウエス卜ポーチ

「受信機」 （タイプ3）の使用方法

このレシーパ（受信機〉は、発信機 （発光部）からの信号を受けて、場所を探したり展示物の解説を聞くものです。

これから使い方をご説明します。どれかボタンを押すと説明を止めます。もう一度聞く場合は電源スイッチを入れなお

してくださし、。音量は左側面の小さな二つのボタンで調節します。手前のボタンで小さくなり、向こう側のボタンで大

きくなります。場所を探すときはレシーパをやや上に向け、中央の大きなボタンを押しながら、左右にゆっくり振って

ください。発信機の位置はやや上の方です。レ、ンーパが発信機の方向に真っ直ぐ向いたときに場所の案内がはっきりと

聞こえます。なお、発信機に近づきすぎたり、通りすぎてしまうと、場所の案内が聞こえなくなります。その時は少し

戻ってみてください。解説を聞く時は、展示物に近づいてから、レシーパを発信機の方に向けて、左の小さなボタンを

押し続けてください。聞こえない場合はレシーパをゆっくり左右に振ってみてください。聞こえだしたら、ボタンを放

しでも最後まで解説が流れます。解説中に一時停止したい時は右の小さなボタンを押します。説明が止まります。もう

一度押すと続きが始まります。解説を最初から聞き直すときは、この一時停止ボタンを押し続けてください。
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さの把握

2魚類化石「クシファクチヌス」の頭から

尾までの体長の把握

方法 ： 1.恐竜の胸、足元、尾の3カ所に「発光部」

を設置することにした。まず、恐竜の胸の

支柱に沿わせて、取り付け希望の高さと同

じ位置になるよう三脚に 「発光部」を取り

付けた。尾の部分は尾を支えている柱の側

に、そして足元に「発光部」を置いた。

2魚類化石の「クシファクチヌス」は、展示

額の左右両端の上部に「発光部」を置いた。

体験者： 20代男性1名 （全盲）

実施にあたって ：

建物の反響や既存の「発光部」からの混信

を避け作動中の「発光部」を停止し、予備

知識として先に次の事項を説明した。

I恐竜は、床から60cm位の展示台の上に2

足で立っている（4足で立っていたと思わ

れていた）。恐竜の胸を支えている柱の同位

置と足元及び尾の部分の支柱の側に「発光

部」が取り付けてある。その垂直方向と横

の広がりを「受信機Jで体感し、その把握

図8「受信機jによる体感中の体験者．

区19.体験者とメーカーの技術者及び学芸員との

意見交換．

の可能性を聞きたいと依頼した。

2.魚類化石は大きな額に収まって展示されて

おり、その額の左右両端上部に「発光部」が

置いてあるのでその大きさを把握して欲しい。

体験者の感想 ：

体験（図 8）後、学芸員やメーカーの技術者

が集まり、体験者から感想を聞いた（図 9)

I. r恐竜」について
－「受信機」を持つ手首の上下の角度で、

ある程度の高さは把握できる。

－歩くスタートの位置を決め、そこから

胸の方と尾の方へ近づいて行くと「受

信機jの左右の振り具合で、その大きさ

が把握できる。

2. 「魚類化石」について

－歩きだしの位置を決め、「受信機」を左

右に動かして移動すると、その振り具

合と展示台に沿って白杖を動かして移

動することで横の広がりや大きさが実

感できる

・lカ所よりも、 2カ所付いている方が情

報量が増えるので理解しやすい。

3.「恐竜」と「魚類化石」について、共通

して感じられたこと

－人にいくら説明されても実感として体感

できない。複数箇所を自己の力で確認す

ることで実感できるので、複数箇所ーから

の案内や説明の効果はあると思う。

・2カ所の解説は両方で l分以内そして

片方は解説無しで、目標物の案内だけ

でもよい。

－解説はその物の特徴や環境を示して欲

しい。大きさの説明には比較できるも

のを明示して欲しい。

－こうした試みは世界でも初めてなので、

是非実施して欲しい。今、付かなかった

ら今後、取り付く見込みがないと思う

し、付けてもらって、その効果を全国に

発信して欲しい。

結果 ： 想像する以上に、展示物に取り付けた 「発

光部］の上下の位置や左右の広がりが確認

できることが判った。また、白杖をともに

使用することにより、さらに明確に認識さ

れることが判明した。解説についても複数

箇所ーからの情報提供により理解が深められ、

効果があることが判った。

3）シンボル展示側への「発光部」設置と試行

これまで検討してきたことをふまえて、エントランス

ホールのシンボル展示「恐竜の足元」に 1カ所 （図10)

と 「魚類化石の両端」（図 l1) 2カ所に「発光部」を取

り付け試行することにした。なお、「恐竜」展示の3カ

所に設置する予定であったが、実証実験例が少ないこと

や展示の演出を考慮して3カ所への取り付けは先送りと
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し、今回は lカ所とした。また、展示の意匠性を損なわ

ないよう十分考慮し、配線等をできるだけ目立たせず、

表に出さないよう工夫し、配線カバーも展示台と同様

の仕上げにした。

試行段階ではあるが、利用された人々からは、「目標位

置に行け、同時に解説が聞けて、展示への理解が深まっ

た。」、「魚類化石の大きさが理解できて楽しめた。できれ

ば、恐竜の頭と尾からの情報も欲しい。」、「わかりやすく

役にたつので他にも取り付けて欲しい。j、「受信機がも

う少し小さく 、軽くなると使いやすい。」などの感想が寄

せられている。さらに、多くの利用者の体験や意見 ・要

望を得て、最良の方策を訴求していく予定である。

4) 音声案内 ・展示解説原稿の作成

音声案内・展示解説原稿は、 当館で用意したものを基

にして、アナウンサーが視覚に障害をもっ人とともに実

際の場所で、わかりやすいよう訂正を加えながら作成し

た （図12）。 これは 「発光部」の増設に伴い、また、新

しく解説機能を加えたことによるもので、その変更内容

は表2のとおりである。

IV.今後の展望

現在設置されている丸い型の「発光部J（直径80mrn,
厚さ31mm）に比べ、 赤外線の強度は落ちるが、最近小

型 （縦20mm×横30mm×高さ !Omm）のものも開発さ

図 10.「恐竜」の足元に試行的に取り付けられた

「発光部J.

図lI.「魚類化石jの展示額の上に試行的に取り付

けられた 「発光部」

れ、近い将来、展示室への導入も容易になってきたと思

われる。さらに、「受信機」が広く普及している携帯電

話並みの大きさと軽量化が進み、各システムの性能が

いっそう開発された時には、既存の「音声ガイド」との

一体化か望ましくユニノfーサルに使用できるものになる

であろう。まだ、当館のこれらのシステムは試行段階で

あるが、音声歩行案内や展示解説システム等、同様の検

討を進めている博物館や関連施設等に、これまでの開

発 ・導入が少しでも参考になれば幸いである。

v.おわりに
「パリアフリ ー」とは、建築分野の方面から進められ

てきた。1994年には「ハート ピル法」が制定され、多く

の人が利用する施設では出入口や廊下、階段、エレベー

夕、 トイレなど、 障害をもたれる人や高齢者が使いやす

いよう整備が求められた。博物館等においてもその対策

や整備がはかられつつある （山本， 1996,2000）。

2000年5月には、 「高齢者、身体障害者等の公共交通

機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律」（通

称 「交通バリアフリー法」）が公布され、11月に施行さ

れた。これにより、交通機関や道路のバリアフリー化が

いっそう進むことになった （日本道路協会編，2000）。

その一つを支える音声歩行案内「トーキングサイン」

を応用した PICS-A(Pedestrian Information and 

Communication Systems A）システムが、横浜市磯子区総

合庁舎周辺の信号機にも取り付けられ、警察庁や関連団

体による実証実験 （遠藤，2000；新倉，2000）が行われ、

歩行者に対する新たな交通安全システムとしての整備も

進められている。将来的には視覚に障害をもっ人が「受

信機」を持っていれば、安心して何処でも利用できる社

会が期待できる。

県市町村においても“人にやさしい街づくり”や“道

づくり”など、バリアフリーに向けた指導が行われてい

る （神奈川県福祉部福祉課，1998）。今後、時代の要請

によ り物理的なバリアは徐々に少なくなってくるであろ

う。しかし、いくらハード面が整備されても、人々の心

の中にバリアがあってはなるまい。東京都東大和市立中

央公民館講座「こんなまちに暮らしたいjの参加者によ

り、ビデオ映画「もう一歩～バリアフ リーなまちをめざ

図12.吹き込み原稿をチェックするアナウンサー

と視覚障害者及びメーカー担当者．
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表2 「トーキングサイ ンjの音声案内及び解説原稿の変更内容

設置箇所｜平成10年度の音声案内及び解説原稿｜変 更 内 容｜平成11年度の音声案内及び解説原稿

1 I総合案内

2 Iメッセージ

総合案内です。出入口に一番近い所です。

お持ちのレシパーを左右に動かして、ホー

ル内の施設の利用案内をご、確認ください。

お帰りの時は、このレシパーをお返しくだ

さい。困ったことがありましたら、ここ総

合案内にご相談ください。

（館長の声による）

ょうこそいらっしゃいました。ここは、小

田原にある神奈川県立生命の星・地球博物

館です。私は舘長のj貧困隆士です。入口は

1階から4階までの広い空間です。この博
物館にはその名前のとおり、地球の物語が

たくさん詰まっています。 “つまり、ミニ

地球ってことなんです”。手で触ることの

できる資料や標本がたくさんあります。鉱

物、岩石、化石そして地球の上に生きてき

たたくさんの生きものたちが陳列されてい

ます。是非とも手で触り、匂いを唄ぎ、よ

くながめ、いろいろと身体で感じて楽しん

でください。それではどうぞ中へお進みく

ださい。 （日本語と英語の両方を用意）

案内を簡潔にした。｜総合案内です。困ったことがありましたら

ここ総合案内にご相談ください。このまわ

りにはミュージアムショップ、恐竜や魚の

化石などがありますので、レシーパで位置

をご確認ください。

他と同様アナウンサ ｜博物館のメッセージ

ーによるメッセージ ｜

にし、解説機能を採 ｜（解説機能の導入）

用した。 ｜ょうこそいらっしゃいました。このエン卜

ランスホールの高さ16メートルもある天井
には水の惑星をイメージした地球と波の絵

が描かれています。そして、このエン トラ

ンスホールの中央の島にはシンボル展示が

あります。シンボル展示とは 「空j 「陸」

「海」を表し、それを特徴づける意味で、

今からおよそ l億年前の中生代白亜紀後期
の骨格標本を展示しています。空を代表す

る翼竜「アンハングエラ」、陸を代表する

恐竜 fチンタオサウルス」、そして、海を

代表する大きな魚「クシファクチヌスJで

す。絶滅する少し前の恐竜が一番栄えてい

た頃の姿です。それぞれの位置を確認して

説明を聞いてみてください。

3 Iシンボル展示｜ ここは、広いホールに中生代白亜紀の骨格｜新た捌組みとし
化石標本を展示しています。博物館のシン て、別表に示す。

ボルとして陸の世界の「恐竜」、空の 「翼

竜J、水の「魚類」です。展示室に入る場

合はレ・ンーパを左右に振って「館長の話j

が聞こえる方向を確かめてそこからスター

卜してください。

4 Iミュージアム 右側にミュージアムショップ、左奥は喫茶 案内を簡潔にした。 つきあたりが喫茶室です。右側にミュージ
ショップと 室です。ショップには博物館のオリジナル アム ・ショップがあります。ここには、博

喫 茶 室 グッズや解説書のほか、自然科学に関連し 物館のオリジナルグッズや解説書のほか、

た書籍や玩具などがあります。通路が狭く 自然科学に関連した本やおもちゃなどがあ

棚にぶつかりやすいのでご注意ください。 ります。通路が狭いのでご注意ください。

喫茶室は奥まった所にあります。なお、お なお、お食事は3階レストランをご利用く

食事は3階レストランをご利用ください。 ださい。

5 I設備案内｜この付近にはミュージアムシアター入口、 案内を簡潔にした。 この付近には水飲み場、公衆電話、コイン
水飲み場、公衆電話、コインロッカ一、男 ロッカ一、 トイレがあります。それぞれに

性用、女性用、車中奇子トイレがあります。 音声案内がついています。

ご利用の場合は、音声案内で目的の場所へ

お進みください。

6 I水飲み場｜水飲み場です。左右の淵についているボタ 案内を簡潔にした。 水飲み場です。右側に高い冷水機、左側に
ンを押すと冷たい水がでます。 2台の冷水 低い冷水機があります。左右の淵について

機があり、背の高さがそれぞれ違います。 いるボタンを押すと冷たい水がでます。

7 I公衆電話｜公衆電話です。 2台あり、台の高さがそれ 案内を簡潔にした。 公衆電話が2台あります。10円、 100円、
ぞれ違います。 10円・100円、テレフォ ン テレホンカードが使えます。

カードが使えます。2台の電話機の真ん中
に荷物を置く台があります。
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表2（続き） 「トーキングサイン」の音声案内及び解説原稿の変更内容（続き）

8 Iコイ ンロッカ

9 I男子トイレ

10 I女子トイレ

コインロッカーです。左奥の上、 1番から
始まり、下に向かつて5番までです。次の
列が6番から始まり10番まで、同じように
12列あります。使う時には先に 100円玉が
必要ですが、使用後には戻ります。どうぞ
お忘れなく。

男性用トイレです。入ってすぐに小便器が
4つあり、自動水洗です。右奥には大使用
個室が3つあり、 l番手前が和式、奥2つ
が洋式です。流し方は、いずれもレバーを

押すタイプです。洗面台は入ってっきあた
り、 3つ並んであり、手をさしだすと自動
で水が出ます。

女性用トイレです。入ってすぐ、右側には

洗面台が6つあります。3つずつ並んで2
列あります。洗面台に手をさしだすと水が
でます。トイレはここを入って真っ直ぐ進

み、右奥の方へと 7室あります。和式と洋
式、とがあり、真ん中4つが和式、一番手
前と右奥2つが洋式です。流し方はいずれ
もレバーを押すタイプです。

目標位置を示す発光
部をコインロッカ一
室内に増設した。ま
た、案内に解説機能
を採用した。

目標位置を示す「発
光部」を洗面台、小 l

便器、大使用個室ト
イレ、大使用個室内
の4箇所に増設し、
案内を簡潔なものに
した。

目標位置を示す「発

光部Jを洗面台 （2 
箇所）、洋式トイレ、
洋式トイレ内、和式

トイレ、和式トイレ
内の6箇所に増設し
て案内を簡潔なもの
にしfこ。

コインロッカ一室です。

コインロッカーです。
（解説機能を導入）
鍵のすぐ左上にコイン投入口があります。
扉を開けてから、 100円玉を入れてくださ
い。後で戻ります。戻る場所は鍵のすぐ左
側です。

男性用トイレです。

洗面台です。 3つ並んでいて、手をさしだ
すと自動で水が出ます。蛇口の左側に水石
鹸があります。

小便器です。自動水洗です。

大使用個室トイレで、手前lつが和式、奥
2つが洋式で、す。一番奥の洋式トイレには
音声案内があります。

座って左横にトイレットペーパーがありま
す。右後ろに洗浄レノ〈ーがあり、下に押す
タイプです。

女性用トイレです。入って右側に洗面台が
あります。

洗面台です。左右に3つず、つあります。手
をさしだすと自動で水が出ます。蛇口の左
側に水石鹸があります。

手前からlつ日が洋式、次4つが和式、奥
2つが洋式で、す。 音声案内は手前のlつ自
の洋式と一つおいた和式についています。

座って左横にトイレッ卜ペーパーがありま
す。右後ろに洗浄レバーがあり、下に押す
タイプです。

和式トイレで、右向きです。

正面に洗浄レバーとトイレッ卜ペーパーが
あります。レバーは下に押すタイプです。

川 ミュージアム｜ミュージアムシアターで、す。 f奇跡の旅立｜変更なし。 ｜左記同様
シアターち」 「生命の輪舞」の各15分とインタラク

ティブクイズの20分を決まった時間に上映
しています。上映の際には館内にアナウン
スされます。クイズ映像の「怪人ネイチャ
ーランドの挑戦Jにも参加してみてくださ
し、。

12 I展示室入口｜展示室の入口です。右側にチケットカウン 案内を丁寧にした。 展示室の入口です。右側にチケットカウン
ターがあります。このカウンターで 「音声 ターがあります。このカウンターで「音声

ガイドJを借りて、展示室をご利用くださ ガイドJが借りられますので、ご希望の方
い。なお、この「音声ガイド、Jには1号機 はお申し出くだ、さい。 1号機はl階の展示
と2号機があり、それぞれ45分の内容で、 物を、 2号機では1階昆虫コーナーから3
館長の解説が聞けます。困ったことがあり 階の展示物を初代演回館長の解説でお楽し
ましたら、どうぞ遠慮なくこのカウンター みいただけます。それぞれ45分弱の内容で
まで、ご相談ください。 す。困ったことがありましたらどうぞ遠慮

なくこのカウンターまでご相談ください。

増 ｜休憩用ソファ｜ ｜増設 休憩用ソファです。
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表2（続き） 新たな取り組みとしてのシンボル展示案内及び解説原稿

新｜シンボル展示 ｜（魚類化石の骨格標本の頭の方）
大きな魚、 「クシファクチヌスJの化石です。ここが頭の部分です。

（解説機能〕
これは、今からおよそ 8,500万年前の中生代白亜紀後期に生きていた「クシファクチヌス」という魚の化石で
す。アメリカのカンザス州から発見されました。頭から尾っlままで約4メートル80センチあります。絶滅した
種類ですが、今生きている魚の中ではアロワナに近いと言われています。鋭く長い歯を持っているので、肉食
と考えられています。多分、魚、のほかアンモナイトやオウムガイなど、現在のイカやタコの仲間を主食してい
たのでしょう。左方向に尾ビレがあります。そこにも解説があります。

（魚類化石の骨格標本の尾ビレの方）
大きな魚、 「クシファクチヌスjの化石です。ここが尾ビレの部分です。

（解説機能）
「クシファクチヌスjの尾ビレの長さは80センチメートルほどあります。また、尻ビレが長いのが特徴です。

右方向に頭があります。そこにも解説があります。この魚の上の方には同じ時代に空を飛んでいた翼竜の 「ア
ンハングエラJの骨格標本が吊るされています。ブラジル ・セアラ州、｜から発見されました。翼を広げると約4
メートルもあります。頭は胴体と同じ位大きくて、 5～60センチメートルはあります。顎には細長い歯がたく
さん生えていて、この歯で水中の魚を号｜っかけて捕らえていたようです。

（恐竜の骨格標本の足の部分〕
恐竜「チンタオサウルス」の化石です。

（解説機能）
この恐竜は 「チンタオサウルス」といって、およそ l億年前から 6'500万年前の中生代白亜紀後期に生きてい
たと考えられています。この恐竜の生きていた時代は、様々な恐竜が多く現れ、最も栄えた時代と言われてい
ます。中国のチンタオで発見され、この名前が付けられました。 2本足で立っていて、頭の部分は展示台から
およそ5メートルのところにあります。この恐竜の特徴は頭の上に力の形をした l；本のトサカのようなものが
す。恐竜の尾つぼは展示台に接していて、頭から尾っぽの先までの長さはおよそ9メートルです。植物を食べ
ていたと考えられています。

してJ（副読本付き、 2000年9月）が制作された。その
中で、当館の取り組みも紹介されているが、建物や道路

などの 「物理的なバリアj、目が見えなかったり 、耳が

聞こえないことによる「情報のバリ アム さらに、障害

をもっ人に対する偏見などの 「心のバリア」を取り除く

思いが込められていて、皆が 「もう一歩Jふみ出すよう
にとの願いが切実なものとして語られている。

今後、当館も含め、博物館界にバリアフリーからユニ

バーサルをめざした思考とそれによる対応がますます広

がっていくことを期待してやまない。

最後に、日頃からユニバーサルな取り組みについて、

ご指導・ご助言いただいている筑波大学の鳥山由子助教

授、福井県立恐竜博物館の漬田隆士館長 （神奈川県立生

命の星 ・地球博物館前館長）、フ リーアナウンサーの高

山久美子さん、そして視覚に障害をもち、いつも貴重な

意見を寄せていただいている嘉悦女子短期大学の生井良

一教授、青松利明さん、中根雅文さん、福井哲也さん、

福津範一郎さん、藤原晴美さんの各氏をはじめ視覚に障

害をもたれる方々、無理難題を聞き入れて取り組んでく

ださった三菱プレシジョン株式会社の方々にこの場をか

りで厚くお礼申しあげる。

なお、これらの活動は日本科学協会笹川科学研究助成

(1997年度・ 1998年度）及び文部科学省科学研究費萌芽

的研究「視覚障害者のための博物館における学習活動の

展開と学習教材の開発に関する調査研究」（課題番号 ：

10878026 研究代表者：奥野花代子 1998～2000年度）

による調査 ・研究を基にしたものである。

また、 1999年度及び2000年度放送大学「自然史のハ

ンス ・オン学習の研究」（研究代表者 ・演田隆士）によ

る研究分担ともなるものである。
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